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毛利文香さん＆桑原志織さん応援レポート

「シャネル・ピグマリオン・デイズ2017」
2017年８月19日（土）

シャネル・ネクサス・ホール

シャネル・ピグマリオン・デイズ 第４回
東京・銀座のシャネルビル内のホール、
シャネル・ネクサス・ホールにて開催されて
いる「シャネル・ピグマリオン・デイズ」。

シャネル社による、若手のアーティストに演
奏機会を提供するシリーズである。

毎年５名ほどの若手演奏家が選出され、１
月からの１年間に、シャネル・ネクサス・
ホールにて年６回の演奏機会が与えられる。

2017年のピグマリオン・アーティスト５名に
は、毛利文香さん（ヴァイオリン）、務川慧悟
さん（ピアノ）と、財団奨学生の２人が選出さ
れている。
演奏会の名称「シャネル・ピグマリオン・デイ
ズ」は、シャネル社創始者であるガブリエ
ル・シャネル氏が「ピグマリオン＝才能を信
じ、支援して開花させる人」だったといわれ
ていることからのネーミング。無名時代の芸
術家達の支援を続けた「ピグマリオン」であ
るガブリエル・シャネル氏のスピリットを踏
襲して続けられている。

ちなみに、シャネル氏が支援した無名時代
の芸術家には、パブロ・ピカソ、イーゴリ・ス
トラヴィンスキー、レイモン・ラディゲ、ルキ
ノ・ヴィスコンティ、ジャン・コクトーら、そうそ
うたる名前が並ぶ。

会場のシャネル・ネクサス・ホールは、ブ
ランドロゴと同様に、黒と白で統一された
シックな空間。プログラムも黒を基調に
制作されており、会場内には洗練された
空気が流れる。

６回の演奏会プログラムは、各々のアー
ティストに任されている。テーマ構成や選曲
も毎回興味深い。

毛利さんはこのシリーズに、「毎回ベートー
ヴェンのヴァイオリン・ソナタを」という構成
で臨んでいる。これまでの３回で、ヴァイオ
リン・ソナタ第９番「クロイツェル」、第５番
「春」、第４番を披露。そして本日はヴァイオ
リン・ソナタ第１番。カップリングはブラーム
スのヴァイオリン・ソナタ第2番と、厚みある

プログラムに、４回目を迎えたシャネルピグ
マリオンデイズへの意気込みが感じられる。

本日は、財団奨学生の桑原志織さんがピ
アニスト。2016年12月のリクルートスカラ
シップコンサートで、聴かせてくれたデュオ
のふたたびの登場である。

客席はすでに満席。応募抽選方式のこの
演奏会、毎回、多くの申し込みがある人気
のコンサートとなっている。
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渋めのプログラム。名曲を優美にマニッシュに

「・・・ある意味、トークが一番緊張します」と
言っていた毛利さんだが、人柄そのままとい
うか、さばさばと落ち着いたトークを進めて
いく。 「・・・マリア・カナルス国際コンクール
で２位に入賞」と桑原さんを紹介。二人の共
演のきっかけは昨年12月の財団主催のリク
ルートスカラシップコンサート。「・・・ブラーム
スのヴァイオリンソナタ１番『雨の歌』でした。
本日がソナタの２番。ですので、私の中では
３番もいつか一緒に弾きたいという気持ちが
あります」との毛利さんの言葉に、桑原さん
もにっこりと微笑み返す。お客様からも「ぜ
ひに！」とばかり拍手が沸き起こる。３番、
近い将来に聴かせてもらえそうだ。

トークに続いてブラームスのヴァイオリン・ソ
ナタ第２番。たっぷりと、しっとりと。名曲中
の名曲といわれる曲のカップリングに、会場
の皆様も、息をのむかのように静かに聴き
入る。２曲とも、数あるヴァイオリンソナタの
中でもピアノの存在感が大きい曲。「・・・大
変な曲だと理解しつつ、ピアニストの責任み
たいなものを感じながらの演奏でした。いい
曲であることと、毛利さんの素晴らしいバイ
オリンに助けられたと思います（桑原さん）」

二人ともどちらの曲も初めての披露。入念に
リハーサルを重ねたそうだ。優美でありなが

拍手の中を毛利さんと桑原さんが登場。二人
それぞれ、会場の雰囲気によく合ったシック
なドレス姿である。

シャネルのこのコンサートは、着席するお客
様の後方から入場し、拍手に送られながら花
道を歩んで舞台に上がる形式。客席は舞台
の２人をぐるっと囲み、臨場感や一体感も感
じられる設定となっている。

当日のヘアメイクはシャネル社の方によるも
の。演奏だけでなく、歩き方や話し方など、
シャネル社の方から「魅せる」ことについての
レクチャーもあり、「とても新鮮で勉強になりま
す」と毛利さん。演奏だけでなく、衣装やヘア
メイクなども含めて、統一感が醸し出される。

１曲目、ベートーヴェンのヴァイオリン・ソナタ
第１番。 「・・・モーツァルト的な感じもある作

品です」と毛利さん。当時の宮廷楽長も務め
た、師であるアントニオ・サリエリに献呈され
た初期の作品である（サリエリは、映画「アマ
デウス」で主人公として描かれた方です） 。

曲の冒頭から、印象的なメロディーが伸びや
かに奏でられる。毛利さんのヴァイオリン、桑
原さんのピアノ、二人の息もぴったりに、曲想
が浮かび上がるような美しい調べが流れる。

らマニッシュな音色が会
場内に響き渡った。

アンコールにはエルガー
の「愛の挨拶」。「・・・渋
いプログラムでしたので、
アンコールは明るく」と会
場をリラックスモードに惹
き込んでの終演だった。

小休憩ののち、ふたたび二人が
登場。マイクを持ってのトークが
挟まれる。このコンサートの直前
には、南仏でのカザルス音楽祭
に参加してきたという毛利さん。
「・・・スペインとの境に近く、色彩
豊かな街でのレッスンや演奏会
の日々でした。・・・いろいろなこ
とを感じながら過ごし、とても充
実していました」と掴みも上手に。
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あと２回。最後まで自分で納得のいく演奏を

＜演奏会概要＞

◆出演
毛利文香（ヴァイオリン）
桑原志織（ピアノ）

◆プログラム
ベートーヴェン：ヴァイオリンソナタ第１番

ニ長調作品12-1
ブラームス：ヴァイオリンソナタ第２番

イ長調作品100
◆アンコール
エルガー：愛の挨拶

合わせの段階から、お互い平等に意見を出
し合って作り上げた本番。「・・・毛利さんは私
の意見もとても真剣に聴いてくれました。す
ごく気さく、度量が大きいというか」（桑原さ
ん）。 昨年末の財団コンサート時は初対面。
合わせ、初舞台と一緒に弾く過程を経て、演
奏家同士ぐっと打ち解け、親しみ度合いも増
したそうだ。

客席には堤剛先生のお姿も。「・・・やはり先
生はオーラがあられるというか、弾きながら
『どなたかいらっしゃるな』と感じていたんで
す」と毛利さん。「素晴らしかったよ」とのお言
葉をいただいていた。

「・・・同じ会場で年に６回もの機会、そして、
たくさんのお客様に聴いていただけるなんて
本当にないことです。 ４回目が終わり後半戦
となりましたが、最後まで自分が納得のいく
ような、そういう演奏ができたらいいなと思っ
ています」（毛利さん）。

毛利さん、桑原さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

終演の後日、２人それぞれに話を聞いた。

－毛利さん；

「・・・桑原さんと弾くことを、すごく楽しみにして
いました。シャネルのシリーズはいつも曲を決
めてピアニストをお願いするという形にしている
のですが、桑原さんとは、去年ブラームスを一
緒に弾かせてもらい、また一緒に弾きたいなと
思っていました」「・・・本番に向けて合わせを行
う中で、学ぶこと、刺激を受けることがたくさん
ありました」

－非常に良く合っていましたね；

「・・・はい。絶妙に息があっていたと思います。
会場であるシャネルのホールを空いているとき
は使わせていただけるので、二人で通い、密に
リハーサルを重ねました。ちゃんと時間をとって、
しっかりリハーサルをしてよかったなと思いまし
た。しかも会場で。やはり事前に会場のピアノ
で練習できることは、ピアニストにとって、とて

も大きいと思いますし、デュオとしても事前に会
場でバランスを考えながら何度か練習できるの
はとても贅沢なことです。安心して本番を迎え
ることができました」

－桑原さん；

「・・・シャネルのホールは初めてだったのです
が。独特の空間というか、乱してはいけない雰
囲気を感じました。日常から切り離されている
ような洗練された感じが印象的でした。加えて、
いらしてくださっているお客様方が、とても真剣
に聴いてくださり、見守ってくださっているようで
温かかったです」

「・・・ソロより伴奏のほうが緊張します。自分だ
けでは済まないですから。でも、空間の雰囲気
がすばらしくて、緊張というより、お客様も私た
ちも音楽を楽しみにここにいるんだという雰囲
気のもと、のびのびと弾けました」

なんと、客席には堤剛先生が。
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】


